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※その他の内訳
　地方譲与税、ゴルフ場利用税交付金、分担金および負担金、使用料および手数料、諸収入など

■歳入の状況

　一般会計の歳入の総額は52億2,684万９千円となり、前年度と

比べて２億6,822万円の減となりました。これは、平成25年度大

雪対策の完了に伴い、県支出金および地方交付税が大幅に減少し

たことが主な要因となっています。

　町の主要な財源である町税は、法人町民税の減収などにより17

億6,664万4千円（対前年度2,140万5千円の減）となりました。こ

の町税などの自主財源は52.4％を占めています。そのほか、地方

交付税、国庫支出金、町債などの依存財源で歳入は構成されてい

ます。

健全化判断比率

　財政の健全度がどの程度の水準であるかを表します。

　４つの指標のうち１つでも早期健全化基準を超えると、自主的な改善計画

を策定し、健全化を図ることになります。

　美里町では、いずれの指標も基準を下回りました。

将来負担比率実質公債費比率連結赤字比率実質赤字比率指標の名称

61.5％5.1％黒字黒字美里町の健全度

350％25％20％15％早期健全化基準

町税など町が自分で確保できる財源
です。歳入に占める自主財源の割合が
高いほど、自主性が高まり、財政も安
定します。

■自主財源

国や県から交付される財源や町債な
どがこれにあたります。

■依存財源

皆さんに納めていただいた税金です。固
定資産税（53.8％）、町民税（38.5％）、
町たばこ税（5.5％）、軽自動車（2.2％）
から構成されています。

■町　税

前年度の一般会計剰余金を繰り越し
たお金です。

■繰越金

所得税や酒税などの国税から、町の財
源不足を補てんするために交付され
る、使い道の制限がない財源です。

■地方交付税

児童手当など特定の事業を行うため
に国や県から交付された財源です。

■国庫支出金・

　県支出金

町がおこなう借金です。■町　債

用語の説明

■実質赤字比率

　一般会計等の赤字額が、どの程度あるかを示しています。

■連結赤字比率

　町の全ての会計の赤字額が、どの程度あるかを示しています。

■実質公債費比率

　町の標準的な収入のうち、どの程度借金の返済に充てているかを示しています。

■将来負担比率

　借金の残高など町が将来負担しなければならない額が、町の標準的な収入の何倍ある

かを示しています。
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主な事業と決算額（一般会計）

「教育・文化」に関する事業

3,910万円
○遺跡の森テニスコート
　人工芝改修事業

227万円
○美里中学校東側
　ネットフェンス設置事業

「産業」に関する事業

2,666万円○工場立地促進奨励事業

2,113万円○多面的機能維持向上支払事業

2,004万円○里山・平地林再生事業

1,236万円○産地パワーアップ事業

1,125万円○県費単独土地改良事業

310万円○集落営農組織育成事業

194万円
○農業振興地域整備計画
　策定事業

186万円○住宅改修費補助事業

「保健・医療・福祉」に関する事業

２億9,678万円○保育所運営事業

１億6,684万円○児童手当支給事業

4,449万円○臨時福祉給付金給付事業

3,930万円○こども医療費支給事業

2,649万円
○予防接種事業
　（水痘・肺炎球菌・ヒブ等）

1,623万円
○各種検診事業
　（歯科､がん､肝炎ウイルス等）

602万円
○健康づくり　「めざせ！毎日一
　万歩運動」事業

433万円○介護ロボット等導入支援事業

145万円○地域でお祝い長寿の集い事業

「街づくり」に関する事業

３億5,926万円○スマートＩＣ整備事業

8,472万円○道路維持事業

2,232万円○道路新設改良事業

1,926万円○橋梁長寿命化事業

「生活環境」に関する事業

3,456万円○防災行政無線親卓設備事業

2,160万円
○再生可能エネルギー設備設置
　事業

2,100万円○防犯灯ＬＥＤ化事業

1,945万円○浄化槽設置整備事業

750万円○定住促進奨励事業

566万円
○公共交通（タクシー）利用料金
　補助事業

481万円○交通安全施設整備事業

286万円○空家等対策計画策定調査事業

「地方創生」に関する事業

5,664万円○まち・ひと・しごと総合戦略事業

特別会計・企業会計の決算額

歳　出歳　入会計区分

15億3,448万９千円16億6,402万３千円国民健康保険

67万７千円328万９千円住宅資金貸付事業

5,386万５千円5,945万１千円下水道事業

２億4,982万円２億6,242万３千円農業集落排水処理事業

９億3,692万３千円９億7,883万円介護保険

１億14万２千円１億150万８千円後期高齢者医療

※特別会計とは、保険料等の特定収入により事業を運営する会計です。

支　出収　入企業会計区分
２億8,800万４千円３億4,521万円（収益的収支）

水道事業
１億270万４千円1,000万円（資本的収支）

■歳出の状況

　一般会計の歳出の総額は47億2,440万３千円となり、前年度と

比べて8,571万6千円の減となりました。これは、農業施設の雪害

に対する経営体育成事業補助金の交付が前年度に完了したこと

が主な要因となっています。一方、総務費はまち・ひと・しごと

創生総合戦略事業の実施などにより増加しています。

　上のグラフは、歳出の内訳を目的別に表したものです。民生費

の高齢者や障がい者、子育て支援事業などの経費が14億187万５

千円で最も大きな割合を占めています。

12万４千円民 生 費
９万１千円総 務 費
４万９千円土 木 費
３万４千円教 育 費
３万円農林水産業費

合計 41万８千円
※平成29年３月31日の

　人口11,311人で算出

町民１人あたりでみる決算額
３万円衛 生 費

２万６千円公 債 費
２万２千円消 防 費
７千円議 会 費
５千円商 工 費

問合せ＝総合政策課　まち創生係

　　　　緯76-1114


